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演題  

エビデンスと臨床経験・成績との Blending Effect  

Blending Effect of Evidence, Clinical Experience and Outcomes  

抄録  

近年、医科、⻭科共にエビデンスという⾔葉が浸透してきた。 特に⻭科分野にお

いては、⻭周治療、インプラント治療、⻭内療法、補綴治療、矯正治療などの専

⾨性も確⽴しつつ、認知度も上がり、患者層への関⼼も深まってきた背景もその

理由の⼀つであろう。 エビデンスと⼀⾔で⾔っても、国、学閥、スタディークラ

ブなどによってその解釈は様々である。また、⽇本においては⻭科医院が 65,000

件以上もありながらも、術後研修は義務化されておらず、それぞれの医院での解



釈の熟成や情報共有の難しさもあるのが現状である。 そうした数ある⻭科医院の

中、⾃⾝のクリニックにて、⽶国の専⾨医として、⽇本の⻭科医療に携わり約 20

年が過ぎようとしている臨床において、⾃⼰の思考能⼒と技術⼒と共にある、エ

ビデンスというものの位置付けとその配合効果、blending effect について臨床症

例を交えて講演をしたい。 

 


